
る。こちらは，初めて事の深刻さを知る。

もう何と言っ．ていいのかわからない。相手

の落胆ぶりが伝わってくる。電話は，余り

にリアルすぎる。本当に恐い。いやであ

る6こap電話を切る時に，私は何と言った『

のか，全く憶えていない。

　電話レファレンスというのは本当に難し

いものである。のりを越えてはいけない

し，かといって，、ほんのチョイというの

も，依頼者には，不満が残るだろう。それ

．にスピードも要求されている。レファレン

スに移って，早2年が過ぎたが，この電話

というお化けを相手に，科学技術課のひよ

っこは，今日も苦戦を強いられている。

　　　　　　　（科学技術課　村山隆雄）

探　訪　記

／

ユダヤ・コレクション「二二堂支庫」

と杉田六一氏（1897～1976）

中　林　隆　明

　日本セとはユダヤ人問題はないが，ユダヤ

人論議は存在する。「古代オリエントで姿
を消したユダヤ10支族の一つが渡来した」
と言う，いわゆる「日猶同三論」がそれで，

小谷部全’郎，酒井勝軍等が代表する。ま
た有名な景教研究家佐伯好郎が明治末期唱
えた，帰化人秦氏を以ってユダヤ人となす
の論もあり，これらの論議を信ずれば古代
に孝で遡り得る。』しかし最初の来目を幕末
期とするのが一般的で，以上の説には充分
な根拠がない。

　ここで杉田六一氏を登場させよケ。
来日ユダヤ人を実証的態度で追求する同氏
は，「日三三三論を追って」（昭和47）を始

め，層いくつもの著作を発表している。ユダ
ヤ人の墓地として，長崎の外人墓地にも言
及，のちユダヤ人社会は神戸，，横浜に中心

が移り，やがて消滅したと言う。彼がユダ
ヤ人問題に指を染めるに至った経緯は次の
ようだ。

　旧制¢）中学生の時，叔父から聖書を贈ら
れたのが契機で，ユダヤ史研究を志した。
のち精進湖畔にある精進ホテルの経営に当

る。その間，時のイギリス皇太子（のちの

謝
エドワード8世，シ：ソプソン夫人との恋に
生きるため退位，．ウインザー公となる）を

迎えた（来日は大正4年4月13日）。この為
俄然有名になり，ホテル経営が軌道に乗っ
た。昭和初期から資料収集を始めたが，昭
和18年夫人の関係で日光湯元に転居。土産
物店経営の傍，念願の研究生活に入り，32年

頃からその成果を次に発表する。一方日本
オリエン5学会にも加わり，地元栃木県に
も支部を設置するなど積極的に活動した。

　研究生活40年の結果として関係資料は相
当充実，和書は日猶同難論，洋書はへPtデ
大王時代を中心にしたユダヤ史関係をそれ．
それ特色とする。合計約4，000冊。特に1948
年の建国以後のイスラエル関係新聞切抜帳
はユニーク。蔵書印は「酔茶堂文庫」で，
研究者にも解放されていたが，昭和51年＆
月氏は長逝された。冥福を心から祈りた
い。なお蔵書は今日も生前のままの状態
で，雪深ぎ日光湯元に眠っている。しか・る

べき機関に収められ，杉田文庫として再出
発，斯界に貢献する日を期待したい。なお
この小文は前年の3月氏を訪問した時の談『
話に基づく。
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